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最適制御のためには、給湯温度及び給水温度と、混合水温の温度差が各々15℃以上あること。
15℃以下になると温調特性が降下しはじめます。

水道水又は飲料に可能な井戸水を使用して下さい。温泉水は使用できません。
給水、給湯圧力は必ず同圧で使用して下さい。

混合水温が、35℃-46℃の範囲に設定され、給水温度：15℃、給湯温度：65℃で同圧で供給されている条件で下記の特性が得られます。

1.給水あるいは給湯の温度変化10℃に対し、混合水温度は概ね1℃の変化に抑えられます。

2.給水、給湯の各々の入口圧力と混合水出口に立つ圧力の差（差圧）の比が2：1以内であれば、出湯時圧力の変化に対し、
　混合水温度は概ね1℃の変化に抑えられます。

3.給水あるいは給湯がストップした場合、2秒以内にミキシングバルブからの吐出が止まります。
　(給水、給湯の各温度と、混合水温の温度差が12℃以上あることが条件です。）

1.　給湯温度：60℃
2.　給水温度：16℃
3.　混合水温度：40℃

流量測定条件
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